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環境変化を適切に知ることは、生きる上で必須である。生物は、外界変化を捉えるため、光や温

度・湿度・方位・時間など、さまざま環境要素を受容する能力を高めている。なかでも大気温度は偶

発的に変動する環境要素であり、これを的確に感知することは生命維持にとって重要な能力である。

近年、神経細胞の細胞膜に存在するカルシウムイオンチャネルが動物における温度変化を受容す

る責任分子であることが明らかにされた。では、神経系をもたない植物は、どうであろうか。近年、筆

者は、植物の温度感受機構を解析することを目的に研究を進めているが、この研究に足を踏み入れ

たきっかけは全く別の事象を調べていたことにある。本講演では、植物の温度環境感覚に興味を持

つにいたる経緯をはじめ説明し、最近の進展、そして今後の方向性について触れたいと思う。 

トウモロコシを材料にした C4 光合成の新規構成因子の探索のためのトランスクリプトーム解析によ

り、維管束鞘細胞に高発現する新規遺伝子として PEP カルボキシキナーゼ遺伝子を単離した１）。最

新のトランスクリプトーム解析やプロテオーム解析からもこの酵素の存在は支持され２）、従来の

NADP-リンゴ酸酵素に依存した C4 回路以外にも、PEP カルボキシキナーゼを介した C4 回路が存在

する可能性が指摘されている。二つの回路が機能するのであれば、それぞれはどのように使い分け

られているのだろうか。古い文献を調査する中で、同じくＣ４回路上で機能する PPDK という酵素の低

温による不安定性３）に由来するのではないかという作業仮説にいきついた。 

一方、大気温度の感受機構は、モデル植物であるシロイヌナズナにおいてもほとんど調べられて

いない。そこで、まずはシロイヌナズナにおいて基本的な温度感受メカニズムを明らかにして、つい

でトウモロコシ等に拡張する方針を考え付いた。予備的実験からシロイヌナズナが大気温度に応じて

徒長性を示すことに気がつき、この性質を利用した分子遺伝学を現在進めている。これまでに、鍵と

なる転写因子 PIF4 を同定し、この分子の温度による挙動を中心に調査している。 
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